
（記入例：既往の借入金残高と同額で借り換える場合）
様式６

　　　　令和　　４年　　４月　９日

住　 所：

申込人：

事　　業　　計　　画　　書

１．借入申込の内容

 ①融資対象既往借入金の状況

金融機関名 借入日 当初借入額 現在残高 月返済額 最終期日

乙信金 Ｈ２９年１０月　５日 ８，０００千円 １，９２０千円 ９５千円 Ｒ６年１０月　５日

（小規模事業資金） 年　　月　　日 千円 千円 千円 年　　月　　日

乙信金（経営安定資金） Ｒ２年　９月　７日 ５，０００千円 ２，５９３千円 ８３千円 Ｒ７年　９月　７日

乙信金（借換資金） Ｒ３年　５月１０日 ５，０００千円 １，７４３千円 ８３千円 Ｒ８年　５月１０日

年　　月　　日 千円 千円 千円 年　　月　　日

年　　月　　日 千円 千円 千円 年　　月　　日

(A)　　６，２５６千円 (C)　　　　２６１千円

 ②増額借入希望額 (B) 千円 (D)　　　　　　　千円 　　　　７２回返済

 ③借入申込額 （①と②の合計） (A ＋ B) ６，２５６千円 (E)　　　　　８７千円 Ｒ１０年　２月９日

２．今回の借入による効果

　1．新規借入を伴わない場合  （同額借換）

　　(Ｃ)  －  (Ｅ)  ＝　　　　　　　１７４　千円  (Ｆ)　 　(　＝　毎月の返済負担軽減効果　)

　　(Ｆ)  ×   12   ＝　　　 　 ２，０８８　千円  (G)　　(　＝　年間の返済負担軽減効果　)

　２．新規借入を伴う場合

　　(Ｃ)  ＋  (Ｄ)  ＝　　   　 　 　　　　　千円  (Ｈ)　　(　＝　新規借入のみをした場合の毎月返済額　)

　  (Ｈ)  －  (Ｅ)  ＝　　　　　　   　 　 　千円  ( Ｉ )　　(　＝　毎月の返済負担軽減効果　)

　　( Ｉ )  ×   12  ＝　 　　　  　 　 　　　千円  (J)　 　(　＝　年間の返済負担軽減効果　)

３．今後計画的に取り組む事項 　(次の項目の内該当するものを○で囲み、具体的に記載して下さい)

1．売上・受注の増加を図る ２．収益性の向上を図る ３．その他

・役員報酬を年間２，０００千円圧縮する。

・従業員を通年雇用から季節雇用中心に切り替える等人件費の削減を図る。

・現場の管理を徹底し、全般的な経費削減を図る。

４．経営の実績及び見込み （単位：千円）

売上高 営業利益 経常利益 当期利益 借入金返済額

前期実績 　　Ｒ３年９月期 　　１８７，１１１ 　　　　　　５２ 　　▲１，１８９ 　　▲１，１８９ 　　　　４，０００

今期見込み　　４年９月期 　　１７２，０００ 　 ▲２，２００ 　　▲２，５００ 　　▲２，５００ 　　　　２，７８２

来期見込み　　５年９月期 　　１７０，０００ 　　　１，０００ 　　　　　 ５００ 　　　　　 ５００ 　　　　１，９１２

小　　　　　　　計



（記入例：新規融資を含めて借り換える場合）
様式６

　　　　令和　　４年　　４月　　２０日

住　 所：

申込人：

事　　業　　計　　画　　書

１．借入申込の内容

 ①融資対象既往借入金の状況

金融機関名 借入日 当初借入額 現在残高 月返済額 最終期日

甲銀行 Ｈ３０年　８月　５日 １５，０００千円 ５，３８８千円 １７８千円 Ｒ７年　８月　５日

（起業家育成資金） 年　　月　　日 千円 千円 千円 年　　月　　日

甲銀行 R1年　７月　５日 ７，０００千円 ２，０１２千円 １１６千円 Ｒ６年　７月　５日

（経営あんしん資金） 年　　月　　日 千円 千円 千円 年　　月　　日

甲銀行（事業資金） Ｒ２年　８月　５日 １０，０００千円 ４，９９０千円 １６７千円 Ｒ７年　８月　５日

甲銀行（借換資金） Ｒ３年１２月　５日 ５，０００千円 ３，０５４千円 １３９千円 Ｒ６年１２月　５日

(A)１５，４４４千円 (C)　　 　６００千円

 ②増額借入希望額 (B) ２，５５６千円 (D)　　　　 ３０千円 　　　８４回返済

 ③借入申込額 （①と②の合計） (A ＋ B) １８，０００千円 (E)　　　 ２１４千円 Ｒ１２年　３月　５日

２．今回の借入による効果

　1．新規借入を伴わない場合  （同額借換）

　　(Ｃ)  －  (Ｅ)  ＝　　　　　　　　　　　千円  (Ｆ)　 　(　＝　毎月の返済負担軽減効果　)

　　(Ｆ)  ×   12   ＝　　　 　 　　　　　　千円  (G)　　(　＝　年間の返済負担軽減効果　)

　２．新規借入を伴う場合

　　(Ｃ)  ＋  (Ｄ)  ＝　　   　　 　６３０　千円  (Ｈ)　　(　＝　新規借入のみをした場合の毎月返済額　)

　  (Ｈ)  －  (Ｅ)  ＝　　　　　　  ４１６　千円  ( Ｉ )　　(　＝　毎月の返済負担軽減効果　)

　　( Ｉ )  ×   12  ＝　 　　　４，９９２　千円  (J)　 　(　＝　年間の返済負担軽減効果　)

３．今後計画的に取り組む事項 　(次の項目の内該当するものを○で囲み、具体的に記載して下さい)

1．売上・受注の増加を図る ２．収益性の向上を図る ３．その他

・インターネットショッピングを利用した販売促進を図る。

・商品構成を見直し、売れ筋商品を充実させる。

・競合先の廃業に伴う新規販売先の開拓を図る。

４．経営の実績及び見込み （単位：千円）

売上高 営業利益 経常利益 当期利益 借入金返済額

前期実績 　　Ｒ４年３月期 　　３７５，１１１ 　　　３，５８７ 　　　 ２，２２０ 　　　 １，５２５ 　　　　８，０８３

今期見込み　　５年３月期 　　３６６，８９３ 　 　 ２，１２３ 　　　 １，２３５ 　　　　　 ９９７ 　　　　８，５００

来期見込み　　６年３月期 　　４００，０００ 　　　５，５００ 　　　 ４，０００ 　　　 ２，０００ 　　　　３，８６８

小　　　　　　　計
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